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V54a GALAXYネットワークによる 1Gbpsの実時間VLBI実験

○藤沢健太（国立天文台）、中島潤一（通信総合研究所）、川口則幸、小林秀行、木村守孝（国
立天文台）、近藤哲朗、小山泰弘、関戸衛、木内等（通信総合研究所）、平林久、村田泰宏（宇
宙科学研究所）、魚瀬尚郎、岩村相哲（NTT情報流通プラットフォーム研究所）、星野隆資、
山崎しのぶ（NTTアドバンステクノロジ株式会社）

国立天文台、通信総合研究所、宇宙科学研究所、およびＮＴＴの研究者で形成するＧＡＬＡＸＹ実験グループ
は、２００１年６月２３日、通信総合研究所鹿島３４ｍアンテナと宇宙科学研究所臼田６４ｍアンテナを使って
データ速度１０２４メガビット（１ギガビット）毎秒での実時間ＶＬＢＩ実験に成功した。
今回の実験では、臼田６４ｍアンテナで取得したデータを臼田－ ＮＴＴ武蔵野－ 鹿島間を結ぶ超高速ＡＴＭ回
線（ＧＡＬＡＸＹネットワークの一部）によって実時間で鹿島まで伝送し、鹿島３４ｍアンテナで取得したデー
タとともに相関処理を行った。相関処理はＧＩＣＯ（ギガビット相関器）を使用し、実時間で行われた。伝送回
線による遅延時間を補正するために部分データに対してソフトウェア相関処理を事前に行い、遅延時間をあらか
じめ調べた。観測周波数は８０８０－ ８５９２ＭＨｚの５１２ＭＨｚ帯域、観測天体は３Ｃ２７３Ｂ、３Ｃ２７
９、ＮＲＡＯ５３０、ＳｇｒＡ＊の４天体である。今回の実験では長時間積分は試みなかったが、６００秒積分
で３ｍＪｙという検出感度を実現できると考えられる。
この実験は「データ速度１ギガビット毎秒」での「実時間ＶＬＢＩ」観測という二つの意味で世界初である。
現在は２～４ギガビット毎秒のデータ速度・分散処理による観測システムの開発を進めており、来年度にはさら
に高速の実験を行う予定である。
ＧＡＬＡＸＹネットワークは２００ｋｍという短基線であり、広帯域＝高感度の観測システムによって、１～
２万Ｋという低輝度温度天体を検出できる。熱的天体のＶＬＢＩ観測という研究領域を展開する事がＧＡＬＡＸ
Ｙ実験の一つの目標である。


